
令和３年度の主な事業　 ※令和３年度当初予算案に計上、議会の承認を得た上で実施予定

担当課

継　がん検診成果向上支援事業

◆概要
　がん死亡率の減少に向けて、市町村がん検診の精度管理を一層向上させるための取り組みを行う。

（１）精度管理向上研修事業
　・がん検診の精度管理の向上を図るため、市町村職員やがん検診機関職員等を対象に研修会を開催

（２）アドバイザー派遣事業
　・市町村の実情に応じた指導・助言を行うため、アドバイザーを派遣
　　　地域モデルを選定し、各圏域で順次実施

（３）精度管理システム構築事業
　・精密検査を行うことができる医療機関を登録制とし、精検対象者を追跡できる仕組みを確立
　　　がん種別ごとのワーキンググループ、医療機関向け説明会の開催
　　　→令和2年度の検討成果として、令和３年度から子宮頸がん検診の運用を改善　（資料７）
　

健康増進課

継　がん患者の治療と生活両立支援事業

◆概要
　がん患者が治療を受けながら、地域で活躍できる環境を整備するための取り組みを行う。

（１）がん患者相談支援ネットワーク推進事業
　・がん患者の相談支援体制の強化を図るため、相談機関や患者団体等が互いに顔の見える関係を構築
　　　がん患者サポートセンター、がん診療連携拠点病院、患者団体等によるネットワーク検討委員会を開催
　　　R2年度に実施したがん治療と仕事の両立支援に関する実態調査の分析、県民向けリーフレット作成

（２）がん患者治療と仕事両立支援事業
　・がん患者が仕事を続けることができる環境の整備を図るため、中小企業等における出張講座を開催
　　　派遣講師による講義及び個別相談　（社会保険労務士４回、がん経験者４回）
　　　※集合形式に限らず、リモート開催などにより、柔軟に対応する

健康増進課

継　がんリハビリテーション提供体制強化事業

◆概要
　がん患者の身体的・精神的苦痛による生活の質の低下を防止するため、がんリハビリテーションの提供体制を強
化するとともに、医療従事者の人材育成を図る。

（１）がんリハビリテーションネットワーク推進事業
　・関係機関の代表によるネットワーク協議会を設置し、多職種の連携により体制を整備
　　　R元年度に実施した実態調査結果を分析し、ニーズや医療資源の把握を踏まえた対策を検討
    　上記の分析を踏まえ、教育的な内容を含む県民向けリーフレットを作成
　　　（新型コロナの影響でR2年度にできなかった作業内容）

（２）がんリハビリテーション研修事業
　・県民及び医療従事者向けにがんリハビリテーション推進のための公開講座を開催
　

健康増進課

継　がん患者妊娠・出産支援事業費

◆概要
　妊娠・出産を希望するがん患者を支援するため、生殖細胞等の採取・保存の治療に係る医療費に対し助成す
る。

　補助対象　がん治療前に受ける生殖細胞等の採取・保存の治療に係る医療費

　補助限度額　女性４００，０００円（県外で治療した場合２５０，０００円）
　　　　　　　　　 男性１００，０００円（県外で治療した場合　５０，０００円）

※県単独事業を実施してきたが、国が補助対象事業として検討しており、内容を変更する可能性あり。

健康増進課

事業の概要

資料 ６


